			2026第1,2,3 RUTC永遠答えの神の国のやぐら(9)　 (社)世界福音化伝道協会　www.weea.kr

	2026年2月28日　週間祈りカード

	△産業宣教/金土日時代のやぐら55
預言された契約を持った産業人、重職者(ダニ 1:8-9)
	△RTとTCK伝道学/三つの庭のモデル55
次世代のための見張り人(イザ 62:6-12)
	△核心/RT-DAY
３月学院福音化

	礼拝をささげるとき、集会のとき、私が必ず知らなければならない、実践しなければならない契約が何かを見つけ出して、それを一週間考えて祈れば、多くの答えの実を見るようになる。ダニエルは正確な預言された契約を握った。
□序論
1.契約-不変
1)この契約を伝達した人を迫害する人が出てきた。
2)大部分が契約を無視した。
3)契約を正確に握った人々がいた。
2.結果
1)イスラエルは神様のみことばをもっていつも論争して、律法争いをした。
2)神殿を破壊された。
3)民は捕虜になった。
3.少数
1)ダニエル2)三人の青年シャデラク、メシャク、アベデ・ネゴ
3)エステル
重要な地位に着いたのに、偶像崇拝した肉を食べないと心を定めた。
□本論_契約の流れ、福音の流れ、伝道・宣教の流れ
1.神様がイスラエルに初めての福音を与えられた。
2.私たちは選民　3.他の国を異邦人だと考えた。
4.強大国に237-5000が来ている。彼らは世界化しているが、イスラエルは全く反対のことを
5.それゆえ、奴隷として行って、捕虜にならなければならないのだ。
1.イザ6:1-13切り株は残るようになる(残りの者)。この人は残る者、残れる者、残す者として立つようになる。
2.イザ7:14インマヌエル、福音の完全性。キリスト(永遠の前、受肉、復活、再臨主、さばき主)
3.イザ40:1-27みことばの完全性。神様は目に見えないけれど、みことばで働かれる。
4.イザ43:18-19先のことを心に留めるX,新しいこと(荒野に道、荒れ地に川)を行う。みことば成就と祈りの完全性だ。
5.イザ60:1-22起きて輝け。あなたがたの子どもたちが金銀、宝をのせて帰ってくる。全世界が生かされてくる。小さい者が軍団に、弱い者が強国を成し遂げる。主であるわたしが、時が来れば、速やかに成し遂げる。
6.イザ62:6-12見張り人になりなさい。見張り人の使命を果たしなさい。
□結論_常にすること
1.理由X　本当の絶対やぐらを作るには理由がない。計算してはいけない。私たちは神の子ども、伝道弟子だ。
2.すべのこと〇　難しい中にいたり病気になったり危機が来たのか。それがすべて祝福になる。
3.300%が出てくる。必ずすべきことを見つければ300%が始まる。当然、必然、絶対。聖霊の満たし。私、現場、未来。


	□序論_正確な契約
正確でなくても私が正確な契約を握ろうと考えなければならない。いつも思いつくまま話をして、思いつくまま行動してはいけない。
□本論
1.主を休ませてはならない
祈りを知るべきだ
1)刻印される祈り-定刻祈り、礼拝のときの祈りは全部刻印される。祈らなければほかのことが刻印
2)集中する祈り-集会をするということは集中する祈りだ
3)24、25、永遠祈り-最も重要だ。レムナントは祈りの中で動き始めるならば、このようになる。祈りという祝福を味わって勉強するなら、それが見張り人だ。苦しいことにあったときに祈ることも正しいが、祈りの力を持って苦しいことを見るのだ。レムナントはこれだけ悟れば、世界を動かすことができる。奴隷として売られたとき、ダビデが追われたとき、この中に入ったのだ。
2.大路を造りなさい
1)237と合うように、5千種族が来ることができるように準備しなさい。

	2)TCK、CCK、NCKが来るくらい準備しなさい。
3)3庭時代が開かれて、そこに人が来るようにさせなさい。
4)金土日時代を開いて重要なことが起こるようにさせなさい。
5)黙想時代を開いて世界を生かすように準備しなさい。
6)300%、これが大路だ。300%答えを受ければ、ほかの人がみなついて来るしかない。
3.見張り人を立てなさい
1)絶対やぐらを建てなければならないので。
2)絶対旅程を行くことができるように
3)絶対道しるべを残すべき
□結論
1.Trinity -三位一体の神様の働きが必ず起こる。
2.暗闇(Satan)は砕かれる。
3.御座　神の国　神の国のこと(Angel) -御座の祝福が臨む。少し味わっていれば神の国が臨む。もう少し味わっていれば神の国のことが成される。そのときごとに、神様はサタンと反対になる主の使いを送って働かれる。
	□序論_あらかじめすること- 300%
1.祈り
1)刻印(脳、たましい、御座) -朝に少しだけ祈りの時間を持っても刻印される。
2)集中-特別な時間には集中して祈る必要がある。
3)24、25、永遠祈り-祈りの中で勉強して仕事をすれば世界を動かす。
2.学業-300%
1)基本(学校勉強) 2)現場100% 3)未来に対する100%を準備
3.伝道(宣教)
1)聖霊の導き(使13:1-4)完全に受ける時まで他のことをする必要はない。そうすれば伝道、宣教の門が開く。
2)聖霊の働き(使13:5-11)で暗闇が先に崩れて癒やしが起こる。
3)聖霊の実(使13:12)を結ぶ。未来を置いて持続するチームが作られる。
□本論_必ず勝利する方法
1.初めての宣教師派遣　使13:1-4
さまよう時-聖霊の導きを受けなさい。
聖霊が人、場所、ことをみな教えられた。これが人生の始まりだ。
2.伝道、宣教のターニングポイント　使16:6-10
道がふさがるとき祈り-もっと大きな働き地へ導かれる。
3.テサロニケ　使17:1-6　迫害-キリストの完全性
永遠の前のキリスト-私たちが生まれる前に暗闇を打ち砕く御名をくださった。
受肉されたキリスト-人間の問題を解決するために、人として来られたキリスト
復活されたキリスト-十字架ですべてののろいを滅ぼされ、今もその名で祈れば働かれる
再臨主キリスト-未来心配x　さばき主キリスト-人間のたましいは永遠
4.コリント　使18:1-4　葛藤-礼拝の完全性を見つける更新の時刻表
礼拝成功-礼拝の時ごとに私が必ず受けなければならない恵み、私に必ず必要なことを見つけ出せば刻印される。礼拝は三位一体の神様が働き、御座の力、天の軍勢が動員、暗闇が縛られる時間
5.ティラノ　使19:8-21　危機-祈りの完全性(使19:8神の国)
御座で祈りを聞かれて働かれる。祈っていれば神の国が臨んで神の国のことが成される。
□結論_絶対やぐらを作って旅程、道しるべに行くために常にすること
1.理由、言い訳、計算、動機x -行く所ごとに暗闇がみな崩れて絶対やぐらが建てられる。
2.さまよい、葛藤、問題、困難、すべてのこと-祝福
3.必ずすべきこと、現場に、これから必要なこと-当然、必然、絶対、300%準備

	
	△散らされた弟子たち/7∙7∙7のモデル55
切り株運動(イザ 6:13)
	

	
	目に見えないように切り株がある。そこから芽が出て木となる。この木がいろいろな所にできて森を成し遂げるのだ。小さい種一つが。
	敵が来て木をみな切ってしまったが、切り株は切ることはできない。そこからまた、いのちが出て来る。それを指してレムナント運動、福音運動、いのち運動と言う。
	

			2026第1,2,3 RUTC永遠答えの神の国のやぐら(9)　 (社)世界福音化伝道協会　www.weea.kr

	2026年3月1日　週間祈りカード

	△区域メッセージ第９週
至急な刻印癒やし(創 3:4-5)
	△聖日１部
世界を解放させた日(出 12:1-12)
	△聖日２部/建築委員会献身礼拝
三つの祭りを常に守る神殿を準備しなさい(出 23:14-19)

	病気も刻印されたことを変えれば癒やされる。食べ物、運動、刻印されたことを変えさえすれば癒やされる。また、考え、心の中に刻印されたことを変えてしまえば、完全に脳が癒やされる。霊的に刻印されたことを変えれば根本癒やしが起こる。
□序論_刻印されたこと
1.私-サタンが私を利用したのだ。サタンはこれを食べれば、あなたが神のようになると言った。私は十字架で死んで、私の中にキリストがおられる。これが福音だ。私が仏陀になり、精魂を込めて、修業に励んで…、みな宗教で、サタンの戦略だ。それゆえ、ネフィリムになって、バベルの塔が崩れるように崩れてしまった。
2.文化-良くならないので、もがいて、何かを作って、お辞儀をして、お祓い、悪霊に取りつかれた人を訪ねて行って占うことが文化になった。
3.主人-聖書は「あなたがたの父である悪魔」と言っている。私たちは万軍の主神様が私たちの主人である。
□本論_全体癒やし
1.根本癒やし
1)創3:15　女の子孫が蛇の頭を打つ。根本的に変わってしまう。
2)創6:14　だれでも箱舟の中に入ってくれば生かされる。
3)創12:1-3　ここを離れなさい。私があなたに示す地へ、みことばについて行きなさい。
2.わざわい文化癒やし
1)使13:1-12パウロが暗闇文化を崩してしまった。
2)使16:16-18完全に悪霊に捕われた人の話を聞いて生きていくことを癒やしてしまった。
3)使19:8-20神様に会えないで何かを作ってお辞儀をすればそこに悪霊が働く。それを崩した。
3.集中癒やし-金土日時代になり、集中癒やしが起こること、それゆえ礼拝をささげに来るのだ。
1)使17:1　会堂に入ってキリスト、2)使18:4礼拝
3)使19:8神の国のこと、祈りについて集中的に説明した。
□結論_ DNA
使1:3　イエスが40日間神の国を説明した。
使2:1-47　この約束を信じて集まったところ完ぺきに働きが起こり始めた。
使2:42　「使徒たちの教えを守り」みことばにしたがい、教会に来れば、福音は生きて働く。また、「交わりを持ち」、私たちが本当に恵みを受けて福音を分かれば、教会の中にいる信徒が貴重であることが見えて、「パンを裂き」イエス様の肉と血を記念することを会うたびにした。祈りに専念するのだ。
創41:38みことばは変わらない。ヨセフは「主の霊が宿る者」。刻印が変われば根、体質変わる。
△霊的なDNAは変わる。するとすべて変わるのだ。
	□序論_だれも教えてくれないこと
1.危機が来た理由
1)聖書にだけ記録された人間の根本問題
(1)神様を離れたこと(エデンの園)、サタンに捕えられたこと(ノア洪水)、神様に敵対(バベルの塔)
(2)人間の苦闘-宗教、偶像崇拝、悪霊につかれた人に占術、お祓い
(3)私の背景は地獄、サタンが私の主人-全世界が偶像と暗闇に陥って深刻なわざわいが臨み始め
2)はやく伝えろと先に福音を受けたイスラエルの錯覚-主は我が国の神、我が国を生かすメシア、選民思想
3)237-5000種族を掌握した強大国、全世界を生かす契約を悟れないで奴隷になったイスラエル
2.必ず解決すること
1)のろい-強大国(戦争)、後進国(奴隷)、神の子ども(偶像に仕える)
2)わざわい-7回わざわいを受けたイスラエル、門を閉ざす教会
3)暗闇-精神病、麻薬、事故、全世界に広がって入る霊的伝染病であるサタンの戦略
3.400年ぶりに回復した福音、80年ぶりに成就した福音の力-血のいけにえをささげると言いなさい-10のわざわい
最後の長子が死ぬわざわい-神様の民は門柱に羊の血を塗りなさい(過越祭)。ファラオの降参
□本論_だれも与えてくれない神様のこと
1.一生の運命から解放
1)40年王宮での努力　2)40年ミディアンでの忍耐-無駄
3)神様の契約を握って羊の血を塗った日に働き
2.暗やみに閉じ込められた全世界を解放
1)十のわざわいを下して暗闇偶像を崩した。
2)カナンの地に住む敵に入ったうわさ
3)ラハブに入ったうわさ　4)全世界に広がったうわさ-全世界を解放
3.次世代を解放
1)創世記-人間問題の始まりと答え　
2)出エジプト記-暗闇、罪、サタンから解放される奥義
3)レビ記-礼拝をささげるときに、起こること
4)民数記-救われた神の民、福音を伝えなければならない弟子の重要性
5)申命記-この奥義を次世代に刻印、根、体質になるようにさせなさい。
□結論_福音の力を悟った人々の特徴-絶対やぐらができる時
1.この力を信じて味わうので理由がない。
2.困難は祝福、さまよいはまことの私を見つける時間
3.祈りになり、みことばが生きて働く。そのとき、300%となる。
△六日間、味わうほど新しい力を得るメッセージを握りなさい。すると、みことばと祈りが生きて働くのが見える。備えられた救われる人に会うようになる。真理があなたがたを自由にします。過去に縛られていずに、正確な契約を握りなさい。
	難しいとき、常に考えなければならない。荒野40年を行く間、完璧なことを与えられた。その苦難の中で、契約の箱(契約) (マナを入れた壷、アロンの芽が出た杖、神様のみことばである石の板)、三つの祭り(背景) (救われた過越祭、聖霊の力五旬節、背景が御座である仮庵祭)、幕屋(礼拝)を作りなさい。幕屋中心に生きなさい。
荒野の道を行く間に困難を受けたことは全部証拠(証し)になった。
世界福音化の知らせが伝えられた。サタンは心がふるえおののいた。
「三つの祭りを常に守る神殿を作りなさい」
□序論_常に味わう三つの祭り
1.7･7･7やぐら、旅程、道しるべで常に私たちとともにおられる。
2.24、25、永遠で常にともにおられる。
3.毎日が主の日、毎時間神様の祝福を味わう、毎事件に働きが起こる。
□本論_証人
1.三つの祭りと金土日時代-金土日時代に三つの祭りを守る神殿準備
1)暗闇の勢力-金土日時代利用　2)麻薬で崩れる次世代
3)JX-十字架に釘づけられて復活された時間
2.三つの祭りと三つの庭
1)病んだ人(24、25、永遠)
2)多民族が来て、救いと聖霊の働きと御座の背景を味わうことができる神殿
3)RTが来て、三つの祭りを完全に回復するように作りなさい。
△三つの祭りがすべてだ。
3.三つの祭りと黙想時代を開く神殿準備
1)瞑想時代を生かさなければならない-瞑想の中心は私、人だ。黙想の中心は神様だ。瞑想は自分の体験、黙想は神様の契約体験だ。
2)ネフィリム時代　3)精神病時代を生かしなさい。
□結論_ 24システムを作りなさい。
1.来るしかない安息所
2.力を受けて再挑戦、再生産、再創造するようにさせて送り出しなさい
3.祈りと職業、伝道・宣教は300%の祝福を受けて出て行かなければならない。
△現場性が重要だ。未来まで見通さなければならない。300%だ。勝利するしかない。聖霊の満たしが300%だ。神様は私を完全に責任をもってくださっている。100%。神様は私の現場に完全に備えておいて待っておられる。100%。神様は私の未来を完全に備えておられる。100%。私が必ずすべきこと、現場に必ず必要なこと、これから必ず必要なことは何か。これが300%の始まりだ。
△すべての多民族はタラッパン教会のどこにでも行って300%を見つけ出しさい。すると証人になる。





